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News!

VR機器を使って農作業安全授業
都立園芸高校で事故を疑似体験 耕種総合対策部・耕種資材部・JA共済連

　
全
農
は
J
A
共
済
連
と
農
作
業
安
全
に
か
か
る
取
り
組
み
で
連
携
し

て
い
ま
す
。６
月
21
日
に
は
東
京
都
立
園
芸
高
校
で
、J
A
共
済
連
が
開

発
し
た「
農
作
業
事
故
体
験
V
R
」を
使
っ
た
農
作
業
安
全
授
業
を
行

い
、生
徒
た
ち
は
当
事
者
視
点
の
疑
似
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
農
業
に
お
け
る
年
間
の
死
亡

事
故
発
生
件
数
は
、就
業
者
10
万

人
当
た
り
10
・
5
件
発
生
し
て

い
ま
す
。建
設
業
の
約
2
倍
、全

産
業
の
約
8
倍
に
な
り
、農
作
業

事
故
の
未
然
防
止
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。

　
授
業
に
参
加
し
た
の
は
、こ
れ

か
ら
現
場
実
習
が
始
ま
る
園
芸

課
の
1
年
生
約
70
人
。ゴ
ー
グ
ル

型
の
機
器
を
装
着
し
、「
ト
ラ
ク

タ
ー
転
倒
事
故
」「
耕
運
機
後
進

作
業
事
故
」な
ど
5
つ
の
農
作
業

事
故
を
V
R
で
体
験
し
ま
し
た
。

　
体
験
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
農

作
業
の
安
全
を
確
保
す
る
重
要

性
を
改
め
て
実
感
し
た
」「
農
業

に
は
危
険
が
つ
き
も
の
で
作
業

中
は
気
が
抜
け
な
い
」と
い
う
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、農
作
業
の
危
険

性
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
同
校
の
並
川
直
人
校
長
か
ら

は
、「
農
業
を
学
ぶ
上
で
安
全
管

理
は
極
め
て
重
要
。生
徒
た
ち
は

V
R
体
験
を
通
じ
て
農
作
業
事

故
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、そ

の
危
険
性
を
学
ぶ
良
い
機
会
を

得
た
と
思
う
」と
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

News!

秋田県ＪＡ農業機械大展示会を開催
秋田県本部

　
秋
田
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
秋
田
は
6
月
14
～
16
日
の
3
日
間
、

秋
田
県
立
ス
ケ
ー
ト
場
で
第
34
回
秋
田
県
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は「
新
た
な
秋
田
の

農
業
へ
A
i
の
技
術
を
」を

テ
ー
マ
に
、
約
30
社
の
メ
ー

カ
ー
が
最
新
農
業
機
械
な
ど
約

２
５
０
０
点
を
展
示
。期
間
中
は

約
２
８
０
０
人
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。会
場
に
は
、自

動
操そ
う
だ舵

機
能
の
付
い
た
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
機
、農
業
用
ド
ロ
ー

ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
各
メ
ー
カ
ー
の
農
業
機
械
や

共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
型
農
業
機
械
の
実
演

を
行
っ
た「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
演

コ
ー
ナ
ー
」が
来
場
者
の
注
目
を

集
め
た
ほ
か
、複
合
型
農
業
に
対

応
す
る
た
め「
園
芸
関
連
機
械

コ
ー
ナ
ー
」も
設
置
さ
れ
、エ
ダ

マ
メ
や
ネ
ギ
な
ど
7
品
目
の
収

穫
や
選
別
に
使
用
す
る
機
械
を

展
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、肥
料
や
農
薬
、農

業
資
材
の
展
示
や
、営
農
管
理
シ

ス
テ
ム「
Ｚ
-Ｇ
Ｉ
Ｓ
」の
紹
介

も
行
わ
れ
ま
し
た
。各
コ
ー
ナ
ー

で
熱
心
に
説
明
を
聞
く
来
場
者

の
姿
が
見
ら
れ
、「
最
新
機
械
の

情
報
が
得
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
各
メ
ー
カ
ー
の
機
械
を
比
較
で

き
て
よ
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

約30社のメーカーが参加した農機大展
示会

「スマート農業実演コーナー」も注目された

「新たな秋田の農業へAiの技術を」テーマに

VRゴーグルを装着し事故の疑似体験をす
る生徒たち

農作業事故と対策の説明を聴く生徒たち
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News!

News!

県下統一の大展示会　パワフルアグリフェア

千葉県150周年で県産農畜産物をPR

持続可能な農業の実現に向けて

適正な価格転嫁も呼びかけ

栃木県本部

千葉県本部

　
栃
木
県
本
部
は
7
月
22
、23
日
、宇
都
宮
市
の「
み
ず
ほ
の
自
然
の
森

公
園
」で
J
A
グ
ル
ー
プ
栃
木
の
総
力
を
結
集
し
た
農
機
の
大
展
示
会

「
第
22
回
パ
ワ
フ
ル
ア
グ
リ
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
千
葉
県
本
部
は
6
月
11
日
、松
戸
市
の「
21
世
紀
の
森
と
広
場
」で

開
催
さ
れ
た
県
主
催
の「
千
葉
県
誕
生
1
5
0
周
年
記
念
行
事
オ
ー

プ
ニ
ン
ク
イ
ベ
ン
ト
」に
参
加
し
、県
産
農
畜
産
物
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
ほ
か
、適
正
な
価
格
転
嫁
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
し
、理
解
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
は
4
年
ぶ
り

に
食
の
コ
ー
ナ
ー
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
従
来
の

規
模
で
、
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。「
生
産
振
興
と
J
A
グ
ル
ー

プ
へ
の
結
集
を
図
り
、
持
続
可

能
な
農
業
を
実
現
し
ま
す
」を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、J
A
グ
ル
ー

プ
栃
木
と
出
展
メ
ー
カ
ー
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
農
機
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
メ
ー
カ
ー
各
社
の

最
新
農
機
な
ど
が
多
数
並
べ
ら

れ
、
中
で
も
J
A
グ
ル
ー
プ
栃

木
重
点
推
奨
型
式
や
最
新
技
術

を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
、

　
会
場
で
は
、
旬
の
青
果
物
や

ラ
ッ
カ
セ
イ
、「
房
総
ポ
ー
ク
」

の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
会
場
で

焼
き
上
げ
た「
べ
に
は
る
か
」の

焼
き
芋
を
販
売
。ま
た
、県
が
全

国
に
誇
る
産
出
額
上
位
の
品
目

を
紹
介
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

現
在
の
厳
し
い
生
産
者
の
現
場

の
状
況
を
消
費
者
に
少
し
で
も

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
適
正

な
価
格
転
嫁
を
求
め
る
ポ
ス

タ
ー
も
掲
示
し
、
理
解
を
求
め

ま
し
た
。

　
当
日
朝
は
大
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
始
後

無
人
ヘ
リ
・
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の

I
C
T
農
機
は
来
場
者
の
関
心

を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
低
コ
ス

ト
タ
イ
プ
の
肥
料
・
農
薬
や
園

芸
資
材
の
紹
介
、
営
農
情
報
や

中
古
農
機
の
情
報
提
供
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、地
元
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
宇
都
宮
ブ

レ
ッ
ク
ス
」の
選
手
ら
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
食
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
県
産
食
材
を
使
っ
た

商
品
提
供
な
ど
も
行
い
、
期
間

中
は
お
よ
そ
7
0
0
0
人
が
来

場
し
、
会
場
は
終
始
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

は
雨
も
や
み
、
約
8
5
0
0
人

が
会
場
に
訪
れ
、1
5
0
周
年

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
会
場
に
駆
け
つ
け
た
熊
谷
俊

人
県
知
事
は「
千
葉
県
の
農
畜

産
物
は
本
当
に
お
い
し
い
。
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
P
R
に
力
を
入
れ
た

い
」と
生
産
者
へ
の
感
謝
と
エ
ー

ル
を
込
め
、
県
産
農
畜
産
物
へ

の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
県
本
部
は
、
今
後
も
県
な
ど

の
関
係
組
織
と
連
携
し
、
県
産

農
畜
産
物
の
P
R
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
消
費
者
へ
の
理
解

醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

「みどりの食料システム戦略」に対応した
農機も展示

焼き芋とラッカセイを味わい、県産農
畜産物のレベルの高さを再確認した
熊谷県知事

「宇都宮ブレックス」の選手が県産青果物
を販売

熱々の焼き芋を楽しむ来場者
たち
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News!

News!

News!

営農用貯油施設の流出事故防止研修会を開催

JA京都市・京都光華女子大と産学連携協定

国内初の肥料資源マッチングフォーラムへ出展

訪問・点検活動で組合員の安全意識向上を目指す

ほんまもんの京食材を学び食育・地産地消を推進

国内資源の利用拡大に向けて関係事業者と情報交換

神奈川県本部

京都府本部

畜産総合対策部・耕種資材部

　
神
奈
川
県
本
部
は
7
月
7
日
、神
奈
川

県
内
J
A
の
営
農
・
経
済
担
当
者
を
対

象
に「
営
農
用
貯
油
施
設
流
出
事
故
未

然
防
止
の
安
全
点
検
研
修
会
」を
行
い
ま

し
た
。総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
関
東
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
所
と
連
携
し
て
開
催
し
、25
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
本
部
は
J
A
京
都
市
と
京
都

光
華
女
子
大
学
・
短
期
大
学
部
と「
地
域

の
食
育
活
動
や
地
産
地
消
の
推
進
等
に

関
す
る
相
互
連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し

た
。

　
オ
イ
ル
タ
ン
ク
な
ど
の
営
農
用
貯
油

施
設
に
お
け
る
火
災
・
漏
え
い
事
故
の

未
然
防
止
を
目
的
に
、全
農
と
し
て
全
国

で
初
め
て
研
修
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
事
故
の
事
例
と
対
策
の
説
明
、点
検
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、ま
た

組
合
員
の
安
全
意
識
向
上
な
ら
び
に
組

合
員
訪
問
活
動
の
位
置
付
け
で
開
始
し

た
J
A
湘
南
で
の
点
検
活
動
の
取
り
組

み
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
本
部
は
研

修
会
を
機
に
、

J
A
の
訪
問
・

点
検
活
動
を
通

じ
て
農
家
自
身

に
よ
る
定
期
点

検
の
重
要
性
を

周
知
し
、
適
切

な
対
応
を
促
せ

る
よ
う
な
体
制

を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
の
戸
田
秀
司
代
表
理
事
組
合

長
、同
大
学
の
高
見
茂
学
長
、宅
間
敏
廣

府
本
部
長
ら
が
出
席
し
、7
月
11
日
に
協

定
締
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。関
係
者

か
ら
は
同
協
定
に
よ
る
活
動
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
や
食
育
・
地
産
地

消
推
進
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
協
定
に
基
づ
き
、2
0
2
4
年
度
に
は

同
大
学
健
康
栄
養
学
科（
管
理
栄
養
士
専

攻
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
専
攻
）と
の
産

学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
予
定
で

す
。同
大
学
が
開
講
す
る
正
課
科
目
の
中

で
、
学
生
た
ち
が
同
J
A
管
内
で
生
産

さ
れ
る
季
節
の

京
食
材
を
活
用

し
て「
み
の
る

ダ
イ
ニ
ン
グ
京

都
ポ
ル
タ
店
」の

メ
ニ
ュ
ー
開
発

を
行
い
、
店
舗

で
も
実
際
に
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て

提
供
し
ま
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
国
内
肥
料
資
源

の
利
用
拡
大
に
向
け
た
全
国
推
進
協
議

会（
事
務
局
：
農
水
省
）が
主
催
し
、国

内
肥
料
原
料
の
供
給
者
や
肥
料
製
造
事

業
者
、農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
、肥
料
利
用

者
ら
総
勢
6
0
0
人
以
上
が
一
堂
に
会

し
ま
し
た
。

　
全
農
・
J
A
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ー
ス
で

は
堆
肥
サ
ン
プ
ル
や
堆
肥
の
需
要（
耕
種

農
家
）と
供
給（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
）の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
促
進
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
耕

×
畜
な
び
」を
展
示
し
ま
し
た
。肥
料
業

者
の
ほ
か
下
水
汚
泥
関
係
者
か
ら
食
品

関
係
者
ま
で
お

互
い
の
取
り
組

み
の
現
状
や
課

題
を
情
報
交
換

し
ま
し
た
。同

フ
ォ
ー
ラ
ム
は

次
回
、９
月
20

日
に
熊
本
県

で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
全
農
は
6
月
26
日
に
東
京
都
大
田
区
で

開
催
さ
れ
た「
国
内
肥
料
資
源
の
利
用
拡

大
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
、鹿
児
島
県
経
済
連
、熊
本
県
の
J
A

菊
池
と
共
同
で
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
P
R
し
ま
し
た
。

連
携
協
定
書
を
取
り
交

わ
し
た（
左
か
ら
）宅
間

府
本
部
長
と
戸
田
代
表

理
事
組
合
長
、高
見
学

長

実
物
を
使
っ
て
オ
イ
ル
タ
ン

ク
の
点
検
ポ
イ
ン
ト
を
学

ぶ
参
加
者

全
農
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

ブ
ー
ス
で
取
り
組
み
内
容

の
説
明
を
聞
く
様
子
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術
の
習
得
を
図
る
こ
と
で
、
農

業
従
事
者
を
増
加
さ
せ
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
設
備
投
資
の
負
担
軽
減
と
経

営
を
軌
道
に
乗
せ
る
ま
で
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
J
A
が
補
完
す
る
こ
と
で
、

施
設
園
芸
へ
の
新
規
取
り
組
み

を
加
速
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

J
A
で
整
備
・
取
得
し
た「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」は
、新
規

就
農
者
な
ど
を
対
象
に
模
擬
経

営
や
経
営
実
践
を
行
い
、U
・

I
タ
ー
ン
な
ど
施
設
や
農
地
を

確
保
す
る
ま
で
に
期
間
を
要
す

る
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。23
年
3
月
完
成
の
第
3
号
農

場
は
、
最
新
ス
マ
ー
ト
農
業
シ

ス
テ
ム
が
フ
ル
装
備
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、23
年
度
に
は
J
A

で
園
芸
団
地
と
し
て
新
規
ハ
ウ

ス
を
取
得
し
、
入
植
者
は
通
い

で
農
業
経
営
を
行
い
な
が
ら
賃

貸
料
の
み
を
負
担
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た「
ア
パ
ー
ト
ハ

ウ
ス
」の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
持
続
可
能
で
豊
か
な
地
域
農

業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

将
来
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
な
ぜ
将

す
姿
と
し
て
販
売
高
1
0
0
億

円
、
新
規
就
農
1
0
0
人
、
集

落
営
農
1
0
0
組
織
と
す
る

「
3
つ
の
1
0
0
」を
掲
げ
、
産

地
強
化
、担
い
手
育
成
、地
域
活

性
化
を
3
つ
の
大
き
な
柱
に
、

活
力
あ
る
壱
岐
農
業
の
実
現
に

向
け
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。

　

21
年
8
月
に「
壱
岐
市
農
業

支
援
事
業
協
同
組
合
」を
設
立
し

ま
し
た
。総
合
的
な
労
働
力
支
援

組
合
の
設
立
に
よ
り
、
市
内
定

住
を
希
望
す
る
方（
市
内
の
若

者
や
U
・
I
タ
ー
ン
希
望
者
）

を「
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
」と
し
て

雇
用
し
、
規
模
拡
大
や
労
力
不

足
に
よ
り
労
働
力
支
援
を
希
望

す
る
農
業
者
に
派
遣
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
安
定
し
た
給
与

を
確
保
し
な
が
ら
農
業
経
営
技

ＪＡ壱岐市
（長崎県）

“
3
つ
の
1
0
0
”へ
の
道

離
島
農
業
日
本
一を
目
指
し
て

　
長
崎
県
壱
岐
市
は
、玄
界
灘
に

浮
か
ぶ
人
口
約
2
万
4
0
0
0

人
の
離
島
で
、
対
馬
海
流
の
影

響
で
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た

農
業
と
漁
業
が
盛
ん
な
島
で
す
。

　
J
A
壱
岐
市
で
は
、
第
9

次
営
農
振
興
計
画（
2
0
2
1

～
30
年
度
）で「
め
ざ
そ
う
！

1
0
0
億
で
離
島
農
業
日
本
一

へ
」を
掲
げ
農
業
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
10
年
後
の
目
指

来
プ
ラ
ン
が
必
要
か
を
勉
強
し
、

集
落
の
今
と
目
指
す
べ
き
姿
を

考
え
共
有
す
る
こ
と
で
、
現
状

把
握
と
課
題
解
決
に
向
け
た

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
具
体
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
J
A
で
は
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
伴
走
支

援
担
当
者
を
配
置
し
専
属
的
に

支
援
を
図
り
ま
す
。

　
4
月
に
は
振
興
大
会
を
開
催

し
、
農
業
者
や
関
係
機
関
の
約

5
7
0
人
が
営
農
振
興
計
画
達

成
に
向
け
機
運
向
上
を
図
り
ま

し
た
。
今
後
も
壱
岐
農
業
の
発

展
、
農
家
所
得
の
向
上
を
第
一

に
、
島
の
若
者
が
希
望
を
持
ち
、

生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
を

目
指
し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

熊本県

佐賀県

福岡県

長崎県

全
国
初
の
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー

J
A
主
導
型
で
園
芸
団
地

各
集
落
で
将
来
プ
ラ
ン

壱
岐
農
業
振
興
大
会
の
開
催

概要 2023年3月31日現在

正組合員数� 2836人

准組合員数� 1915人

職員数� 226人

販売品取扱高� 54億8千万円

購買品取扱高� 32億6千万円

貯金残高� 383億7千万円

長期共済保有高� 1634億5千万円

主な農産物� 畜産、米、アスパラガス、

　　　　　　　　イチゴ、メロン

最新設備の「いちごトレーニングハウス」
（2023年3月完成）

3人目のマルチワーカーは長崎県大村市
からのIターン（アスパラ収穫の様子）
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　「
情
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
」と

「
管
財
事
業
本
部
」の
二
つ
の
領
域
が

全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
柱
で
す
。「
情
報
サ
ー
ビ
ス
事
業

本
部
」の
前
身
と
な
る
の
は
、1
9

6
9
年
設
立
の
㈱
全
農
情
報
サ
ー

ビ
ス（
当
時
の
名
称
は
全
販
電
算
セ

ン
タ
ー
）で
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
専
門
の

新
会
社
と
し
て
事
務
の
シ
ス
テ
ム
化

と
そ
の
運
行
の
業
務
を
担
い
ま
し

た
。「
管
財
事
業
本
部
」の
前
身
と

な
る
の
は
、1
9
6
0
年
設
立
の
全

農
管
財
㈱（
当
時
の
名
称
は
同
仁

社
）で
あ
り
、主
に
①
住
宅
②
保
険

③
飼
料
工
場
下
請
け（
業
務
請
負
）

の
業
務
を
担
い
ま
し
た
。

　
歴
史
あ
る
2
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継

承
し
、2
0
0
5
年
4
月
か
ら
全
農

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
歩
み
を

始
め
ま
し
た
。そ
の
後
も
、㈱
新
潟

く
み
あ
い
ビ
ジ
ネ
ス
、㈱
Ｊ
Ａ
プ
リ
ン

ト
あ
き
た
と
合
併
す
る
こ
と
で
、よ

り
専
門
性
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
全
農
お
よ
び
全
農
グ

ル
ー
プ
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
が
主
で
し

た
が
、そ
れ
に
加
え
て
、Ｊ
Ａ
や
農
家

の
課
題
な
ど
の
解
決
も
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
な
会
社
を
目
指
し
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
分
析
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
告
企
画
の
取

り
組
み
、食
材
開
発
な
ど
の
新
し
い

分
野
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
2
0
3
0
年
度
に
向

け
た
方
向
性
と
し
て
、①
国
産
農
畜

産
物
に
こ
だ
わ
り
、②
守
る
べ
き
は

守
り（
強
化
し
）、③
変
え
る
べ
き
は

変
え（
挑
戦
し
）、④
前
進
し
続
け
て

い
る
こ
と

―
を「
め
ざ
す
姿
」と
し

て
設
定
し
、全
役
員・従
業
員
が
一
丸

と
な
っ
て
事
業
機
能
強
化
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の一つ
が
、社
内
の「
新
規
事
業

や
顧
客
開
拓
等
に
関
す
る
提
案
制

度
」を
起
点
に
開
発
し
た
、い
わ
ゆ
る

無
塩
味
噌「
発
酵
そ
み
フ
ァ
」の
販

売
で
す
。

　「
発
酵
そ
み
フ
ァ
」は
、国
立
大
学

と
の
共
同
研
究
で
ネ
ズ
ミ
の
血
圧
を

下
げ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
人
で
の
効
果
も
確
認
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
姉

妹
品
と
し
て「
発
酵
そ
み
フ
ァ
」を
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
に
し
、手
軽
に
発
酵

食
品
を
携
帯
で
き
る
よ
う
に
し
た

「
発
酵
そ
み
ド
」も
開
発
し
ま
し

た
。昨
今
は
腸
活
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
お
り
、い
ろ
い
ろ
な
発
酵
食
品
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
は
一
部

J
A
直
売
所
と
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
同
社

シ
ョッ
プ「
お
い
し
い
と
び
ら
」で
販
売

し
て
い
ま
す
が
、エ
ー
コ
ー
プ
鹿
児
島

の一
部
店
舗
で
も
取
り
扱
い
を
検
討

し
て
も
ら
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
後
社
会
は
デ
ジ
タ
ル
を

前
提
と
し
た
事
業
変
革（
Ｄ
Ｘ
）に

全
農
・Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
円
滑
化
へ

情
報
事
業
と
管
財
事
業
で
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

公式
ホームぺージ
はこちら

向
か
う
こ
と
か
ら
、そ
の
中
核
の一つ

と
さ
れ
る「
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
分
析
」に
着

目
し
、Ａ
Ｉ
に
よ
る
デ
ー
タ
分
析・予

測
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。ま
た
、特
許
を
保
有
す
る
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
に一部
出

資
を
し
、2
次
元
コ
ー
ド
を
利
用
し

直
売
所
の
運
営
管
理
と
栽
培
履
歴

が
確
認
で
き
る
Ｊ
Ａ
直
売
所
Ｐ
Ｏ
Ｓ

レ
ジ
シ
ス
テ
ム「
と
れ
た
て
直
売

ジ
ョ
ー
」を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、広
告
企
画
部
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、Ｊ
Ａ
タ

ウ
ン
の
情
報
発
信
と
し
て
Ｙｏｕ
Ｔｕ

ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル「
ゆ
る
ふ
わ
た
い
む
」

の
作
成
な
ど
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　当社は管理系の会社なので

財産は社員です。その社員の

健康を守るため、希望者40人

に「発酵そみファ」を使った昼食を提供する腸活

の取り組みや、システムエンジニア全員に対する

カウンセリングなども実施しています。定款の目的

に「健康管理支援事業」を追加しました。今後は

グループ各社にも提案していきます。

　山形県本部OBや兵庫厚生連での常務経験

者を採用して仙台に東北支店、神戸に新事務所

を開設しただけでなく岐阜県本部やＪＡおきなわの

東京所長経験者も採用し、お客さまへの接近を

進めています。また、兵庫県のＪＡたじまからの職員

を出向者として受け入れ、当社の社員に刺激を与

える取り組みも実践しました。

　当社はシステム会社として最先端のデジタル

技術にも挑戦し続けますが、この「人財」を活用し

た協同組合らしい人間的触れ合いを大切にする

「アナログ強化会社」を目指していきます。

東京都文京区小石川1-1-1
文京ガーデンゲートタワー10階
ＩＴシステム開発運用・保守、ネットワークシステム構築、
ＡＩ・アプリ開発、不動産・施設管理、保険代理、
総合広告代理、業務受託など
1960年（昭和35年）9月1日
代表取締役社長　久保田　治己
680人

2次元コードを読み取り、郵便番号、住所、氏名、年齢、所属ＪＡ、電話
番号、全農グループ会社探訪の感想をご記入の上、ご応募ください。

会社の概要 （2023年3月31日現在）

本社所在地

事業内容

設立年月日
代表者
従業員数

株
式
会
社
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪代表取締役社長

久保田 治己氏

財産は社員
デジタルとアナログの融合

Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
分
析
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

広
告
企
画
や
食
材
開
発
に
も
挑
戦

「
発
酵
そ
み
フ
ァ
」に
期
待

直
売
所
Ｐ
Ｏ
Ｓ
に
Ｄ
Ｘ
追
い
風

発酵そみド 1パック ＆ 発酵そみファ 2個セットを20名様にプレゼントします。

応募方法

応募は
こちらから

締め切り ※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いた
します。また、当選の発表はプレゼントの発送を
もって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

事務所入り口（文京 本社） https://www.
z-bs.co.jp/

２０２３年8月18日（金）
23時59分

み
　
そ

「発酵そみファ」 「発酵そみド」

ＡＩ事業イメージ

　
株
式
会
社
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
は
、
デ
ジ
タ
ル
の「
Ｉ
Ｔ
」と
ア
ナ
ロ

グ
の「
不
動
産
」「
施
設
管
理
」「
損
害
保
険
」「
広
告
宣
伝
」「
業
務
受
託
」

を
両
輪
に
、
専
門
性
を
活
か
し
た
価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
全
農
グ

ル
ー
プ
会
社
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。
　【
広
報
・
調
査
部
】

い

2次元コードで直売所の運営管理と栽培履歴が確認
できるJA直売所POSレジシステム「とれたて直売ジョー」

おいしい国産食材に出会った時に食材を登録する
とマップに色が塗られ、食の思い出を振り返ること
ができるアプリ「国産食べて全国制覇」の画面
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　「
情
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
」と

「
管
財
事
業
本
部
」の
二
つ
の
領
域
が

全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
柱
で
す
。「
情
報
サ
ー
ビ
ス
事
業

本
部
」の
前
身
と
な
る
の
は
、1
9

6
9
年
設
立
の
㈱
全
農
情
報
サ
ー

ビ
ス（
当
時
の
名
称
は
全
販
電
算
セ

ン
タ
ー
）で
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
専
門
の

新
会
社
と
し
て
事
務
の
シ
ス
テ
ム
化

と
そ
の
運
行
の
業
務
を
担
い
ま
し

た
。「
管
財
事
業
本
部
」の
前
身
と

な
る
の
は
、1
9
6
0
年
設
立
の
全

農
管
財
㈱（
当
時
の
名
称
は
同
仁

社
）で
あ
り
、主
に
①
住
宅
②
保
険

③
飼
料
工
場
下
請
け（
業
務
請
負
）

の
業
務
を
担
い
ま
し
た
。

　
歴
史
あ
る
2
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継

承
し
、2
0
0
5
年
4
月
か
ら
全
農

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
歩
み
を

始
め
ま
し
た
。そ
の
後
も
、㈱
新
潟

く
み
あ
い
ビ
ジ
ネ
ス
、㈱
Ｊ
Ａ
プ
リ
ン

ト
あ
き
た
と
合
併
す
る
こ
と
で
、よ

り
専
門
性
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
全
農
お
よ
び
全
農
グ

ル
ー
プ
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
が
主
で
し

た
が
、そ
れ
に
加
え
て
、Ｊ
Ａ
や
農
家

の
課
題
な
ど
の
解
決
も
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
な
会
社
を
目
指
し
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
分
析
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
告
企
画
の
取

り
組
み
、食
材
開
発
な
ど
の
新
し
い

分
野
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
2
0
3
0
年
度
に
向

け
た
方
向
性
と
し
て
、①
国
産
農
畜

産
物
に
こ
だ
わ
り
、②
守
る
べ
き
は

守
り（
強
化
し
）、③
変
え
る
べ
き
は

変
え（
挑
戦
し
）、④
前
進
し
続
け
て

い
る
こ
と

―
を「
め
ざ
す
姿
」と
し

て
設
定
し
、全
役
員・従
業
員
が
一
丸

と
な
っ
て
事
業
機
能
強
化
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の一つ
が
、社
内
の「
新
規
事
業

や
顧
客
開
拓
等
に
関
す
る
提
案
制

度
」を
起
点
に
開
発
し
た
、い
わ
ゆ
る

無
塩
味
噌「
発
酵
そ
み
フ
ァ
」の
販

売
で
す
。

　「
発
酵
そ
み
フ
ァ
」は
、国
立
大
学

と
の
共
同
研
究
で
ネ
ズ
ミ
の
血
圧
を

下
げ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
人
で
の
効
果
も
確
認
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
姉

妹
品
と
し
て「
発
酵
そ
み
フ
ァ
」を
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
に
し
、手
軽
に
発
酵

食
品
を
携
帯
で
き
る
よ
う
に
し
た

「
発
酵
そ
み
ド
」も
開
発
し
ま
し

た
。昨
今
は
腸
活
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
お
り
、い
ろ
い
ろ
な
発
酵
食
品
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
は
一
部

J
A
直
売
所
と
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
同
社

シ
ョッ
プ「
お
い
し
い
と
び
ら
」で
販
売

し
て
い
ま
す
が
、エ
ー
コ
ー
プ
鹿
児
島

の一
部
店
舗
で
も
取
り
扱
い
を
検
討

し
て
も
ら
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
後
社
会
は
デ
ジ
タ
ル
を

前
提
と
し
た
事
業
変
革（
Ｄ
Ｘ
）に

全
農
・Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
円
滑
化
へ

情
報
事
業
と
管
財
事
業
で
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

公式
ホームぺージ
はこちら

向
か
う
こ
と
か
ら
、そ
の
中
核
の一つ

と
さ
れ
る「
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
分
析
」に
着

目
し
、Ａ
Ｉ
に
よ
る
デ
ー
タ
分
析・予

測
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。ま
た
、特
許
を
保
有
す
る
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
に一部
出

資
を
し
、2
次
元
コ
ー
ド
を
利
用
し

直
売
所
の
運
営
管
理
と
栽
培
履
歴

が
確
認
で
き
る
Ｊ
Ａ
直
売
所
Ｐ
Ｏ
Ｓ

レ
ジ
シ
ス
テ
ム「
と
れ
た
て
直
売

ジ
ョ
ー
」を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、広
告
企
画
部
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、Ｊ
Ａ
タ

ウ
ン
の
情
報
発
信
と
し
て
Ｙｏｕ
Ｔｕ

ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル「
ゆ
る
ふ
わ
た
い
む
」

の
作
成
な
ど
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　当社は管理系の会社なので

財産は社員です。その社員の

健康を守るため、希望者40人

に「発酵そみファ」を使った昼食を提供する腸活

の取り組みや、システムエンジニア全員に対する

カウンセリングなども実施しています。定款の目的

に「健康管理支援事業」を追加しました。今後は

グループ各社にも提案していきます。

　山形県本部OBや兵庫厚生連での常務経験

者を採用して仙台に東北支店、神戸に新事務所

を開設しただけでなく岐阜県本部やＪＡおきなわの

東京所長経験者も採用し、お客さまへの接近を

進めています。また、兵庫県のＪＡたじまからの職員

を出向者として受け入れ、当社の社員に刺激を与

える取り組みも実践しました。

　当社はシステム会社として最先端のデジタル

技術にも挑戦し続けますが、この「人財」を活用し

た協同組合らしい人間的触れ合いを大切にする

「アナログ強化会社」を目指していきます。

東京都文京区小石川1-1-1
文京ガーデンゲートタワー10階
ＩＴシステム開発運用・保守、ネットワークシステム構築、
ＡＩ・アプリ開発、不動産・施設管理、保険代理、
総合広告代理、業務受託など
1960年（昭和35年）9月1日
代表取締役社長　久保田　治己
680人

2次元コードを読み取り、郵便番号、住所、氏名、年齢、所属ＪＡ、電話
番号、全農グループ会社探訪の感想をご記入の上、ご応募ください。

会社の概要 （2023年3月31日現在）

本社所在地

事業内容

設立年月日
代表者
従業員数

株
式
会
社
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪代表取締役社長

久保田 治己氏

財産は社員
デジタルとアナログの融合

Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
分
析
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

広
告
企
画
や
食
材
開
発
に
も
挑
戦

「
発
酵
そ
み
フ
ァ
」に
期
待

直
売
所
Ｐ
Ｏ
Ｓ
に
Ｄ
Ｘ
追
い
風

発酵そみド 1パック ＆ 発酵そみファ 2個セットを20名様にプレゼントします。

応募方法

応募は
こちらから

締め切り ※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いた
します。また、当選の発表はプレゼントの発送を
もって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

事務所入り口（文京 本社） https://www.
z-bs.co.jp/

２０２３年8月18日（金）
23時59分

み
　
そ

「発酵そみファ」 「発酵そみド」

ＡＩ事業イメージ

　
株
式
会
社
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
は
、
デ
ジ
タ
ル
の「
Ｉ
Ｔ
」と
ア
ナ
ロ

グ
の「
不
動
産
」「
施
設
管
理
」「
損
害
保
険
」「
広
告
宣
伝
」「
業
務
受
託
」

を
両
輪
に
、
専
門
性
を
活
か
し
た
価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
全
農
グ

ル
ー
プ
会
社
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。
　【
広
報
・
調
査
部
】

い

2次元コードで直売所の運営管理と栽培履歴が確認
できるJA直売所POSレジシステム「とれたて直売ジョー」

おいしい国産食材に出会った時に食材を登録する
とマップに色が塗られ、食の思い出を振り返ること
ができるアプリ「国産食べて全国制覇」の画面
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JA鶴岡

　「だだちゃ豆」は山形県鶴岡市周辺の限られた地域で、
江戸時代から農家が大切に守り、生産してきたエダマメ
の在来種です。他地域で「だだちゃ豆」を栽培しても、品
種特性が消されてしまうという「わがまま」な特徴があり
ます。さやは茶色の毛で覆われ、他のエダマメにはない
豊かな風味と独特の甘みがあります。
　「だだちゃ豆」は鮮度が命。夜明け前から、気温が上昇
するまでの間に収穫し、冷蔵保管庫を経て当日出荷して
います。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

JA全農の産地直送通販サイト

発行／全国農業協同組合連合会　2023年（令和5年）8月7日発行（毎週月曜日発行）
第3439号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

殿様のだだちゃ豆（約1ｋｇ）……3600円（税込み）

全国のファミリーマート約1万5500店
嬬恋高原キャベツの千切りを販売

ご注文は
こちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
農業に携わる人たちの、農畜産物や生産現場・新技術への想いを
伝えます。

　群馬県本部はJA嬬恋村と㈱ファミリーマ
ートとの共同取り組みにより、プライベート
ブランド「ファミマルＫＩＴＣＨＥＮ」から「嬬恋
高原キャベツを使った千切りキャベツ」を8
月1日から販売しています。         【群馬県本部】

　嬬恋村は夏秋キャベツの出荷量が全国１

位で、6月半ばから10月末にかけて約1億

5000万個のキャベツが作られています。年

間降雨量の多さや、高原地帯ならではの昼

夜の寒暖差、朝露、栄養豊かな土壌などが

嬬恋村でキャベツが作られている理由です。

やわらかくて甘くみずみずしい嬬恋高原キャ

ベツを使用したカット野菜「千切りキャベツ」

を、全国（北海道・沖縄県除く）のファミリー

マート約1万5500店で販売しています。

　同商品を通じて安全・安

心な旬のおいしい嬬恋高原

キャベツを手軽にお客さまの

食卓へお届けします。ぜひ

この機会にご賞味ください。

　全農は、全国の産地を応援する「ニッポンエール
プロジェクト」の一環として、㈱伊藤園と「ニッポン
エール 栃木県産にっこり梨」を共同開発しました。
８月７日より全国の量販店などで販売します。栃木
県生まれのオリジナル品種「にっこり梨」の上品な甘
さとやさしい香りをお楽しみください。【営業開発部】
　「にっこり梨」は、「新高」と「豊水」を掛け合わせ
て1996年８月に品種登録された栃木県農業試験
場生まれの品種です。花が咲くのは４月上旬でど
の梨よりも早く、その後、約７カ月かけてじっくり育

ちます。大ぶりなフォルムが特
徴で、中には１㌔を超える物も
あり、果肉は糖度が高く、ジューシーな味わいが楽
しめます。
　大切に育てられた「にっこり梨」を多くの方々に
知ってもらいたいという、農家の皆さまの思いから
商品開発しました。栃木県産「にっこり梨」のおい
しさと魅力を全国にお届けすることで、生果の販売
拡大につなげ、「にっこり梨」農家の皆さまを応援し
ます。

「嬬恋高原キャベツを
使った

千切りキャベツ」
1袋150g

110円（税込み）

にいたか ほうすい

「栃木県産にっこり梨」を7日発売
伊藤園×ニッポンエール 産地を応援へ共同開発

新発売の
「ニッポンエール
栃木県産にっこり梨」
（500ml 172円税込み）

新役員の顔ぶれは8月14日号
に掲載します。

2023 vol.10438.7

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web版
JA全農ウィークリーは
こちらから（耕種総合対策部・

耕種資材部・JA共済連）

VR機器を使って
農作業安全授業

2面

（京都府本部）

JA京都市・
京都光華女子大と
産学連携協定

4面
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